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FDTD法を用いたULF南房総観測点の電磁場シミュレーション

FDTD Simulation for ULF electromagnetic phenomena observed at the Southern Boso
Stations
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2002年 10月 6日未明に、南房総で行われている ULF電磁場観測点で、起源不明の電磁場変動が観測された。この変
動は 3成分トーション型磁力計と、地電位差計に同時に現れた。この変動の特徴は、�形状が電車ノイズに似ており、�
観測点網（鴨川市）から 25km離れた君津市に位置する国土地理院鹿野山測地観測所 (KNZ) の記録にも現れている。し
かしながら、観測点網で通常観測される直近の電車ノイズは (KNZ)では目視確認できないことが分かっている。そこで、
電車ノイズとこの異常変動の違いについて 2つの方法で比較を行った。
電場の変動データから、観測点周辺での電場ベクトルの方向の推定を行った。その結果、電車ノイズの場合は、電車の

移動に伴い電場ベクトルの方向も変化していった。一方、異常変動は電場ベクトルの方向をほとんど変化させなかった。
また、FDTD(Finite Difference Time Domain method)法を用いて、観測された電磁場変動の 2次元シミュレーションを

行った。シミュレーションを行うには、パラメータとして地下の電気伝導度構造を知る必要がある。そこで、電場と磁
場の同時観測結果から、MT(magnetotelluric)法を用いて観測点周辺地下の電気伝導度構造を求めた。求められた電気伝
導度構造を用いて FDTDシミュレーションを行った。シミュレーションでは、変動のソースとして線電流源を仮定した。
シミュレーションの結果、異常変動のソースは地表から 1km程度までの浅い場所にある可能性があることが分かった。

また、地表における電車の漏れ電流を想定した、電車ノイズについてのシミュレーションも行った。その結果、電車ノ
イズは KNZまでは到達する見込みがないことが分かった。したがって、今回観測された異常変動は、電車と異なるソー
スによるものである可能性が強い。


